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生鮮食品生産衛生管理シ ス テ ム認証養鶏場への指導状況

紀南家畜保健衛生所

○宮本泰成 吉川克郎

【 背 景 と 目的 】

近 年 、 食 中 毒や 食 品 偽 装等 の 様 々 な 問 題 に よ り 、 消 費 者 の 食 の 安全

安心 に 対す る 関 心 が 高 ま っ て き て い る 。 本 県 に お い て も 、 生 産 工程 に H

ACC Pの 考 え を 取 り 入 れ た 「 和 歌 山 県 生 鮮 食 品 生 産 衛 生 管 理 シ ス テ ム

認 証 制 度 」 （ 以 下 シ ス テ ム （ 図 1 ） ） が 創 設 さ れ 、 平 成 25年 度 、 管 内 養 鶏

場 1戸 （ 図 2） が 認 証 を 取 得 し た 。 当 所 で は 、 当 農 場 に 対 し 、 防 疫 衛 生指

導 、 サ ル モ ネ ラ 検 査 並 び に 環 境 対 策 指 導 等 を 実 施 し 、 主 に 衛 生 管 理 の

向 上 に 努 め て き た 。 今 回 、 シ ス テ ム 導 入 前 後 に お け る 衛 生 管 理 及 び 生

産 性 向 上 の 有 無 を 調 査 し 、 シ ス テ ム 導 入 の 効 果 を 検 証 し 、 当 農 場 の 経

営安定に資す る こ と を 目的 と し た 。

【 方 法 】

平 成 24～ 2 6年 度 の 死 廃 率 の 推 移 並 び に 疾 病 発 生 状 況 、 疾 病 抗 体 検

査 、 サ ル モ ネ ラ 汚 染 状 況 、 平 成 26、 2 7年 度 の 産 卵 率 、 平 成 24～ 26年 度

の 純 利 益 の 推 移 、 環 境 対 策 実 施 状 況 に つ い て 調 査 し た 。 ま た 、 シ ス テ

ム の 認 知 度 及 び 理解 度等 を 知 る た め 、 従 業 員 5名 、 消 費 者 200名 を 対 象

に 、 ア ン ケー ト 形 式 で意識調査 を実施 し た （ 図 3、 4） 。

【 結 果 】

平 成 24～ 26年 度 の 死廃率は 、 平 成 24年 度 に ト リ サ シ ダ ニ 被 害に よ り 、

大 幅 な 増加 が認 め ら れ た が 、 認 証 取得以降は 、 0 .3％ 前 後 で推移 し て い

る （ 図 5） 。 ま た 、 各 年 度 ご と の 死 廃 率 の 平 均 を 算 出 し 、 比 較 し た が 差 は

認め ら れ な か っ た 。 （ 図 6） 。

当 農 場 で は 、 平 成 24年 1 1月 に ト リ サ シ ダ ニ に よ る 被 害 に よ り 、 多 大 な

被害 を 受 け た 。 殺 ダ ニ剤 散 布方法 の失宜や散布時期 の 遅れが 原因 と 考

え ら れ 、 当 所 に お い て 、 殺 ダ ニ 剤 散 布 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 指 導 し た （ 図

7） 。 改 善指導後は 、 そ の他の疾病 を含 め 、 発生 し て い な い 。

疾 病 抗 体検 査 は 、 毎 月 の 立 入 に よ り 、 HPA I定 点 モ ニ タ リ ン グ 検 査 、 N

D、 Mg ・ Mｓ 検 査 を 実 施 し て い る 。 HPA I検 査 は 、 全 羽 陰 性 で 、 ND抗 体 価

につい ては 、 各週齢で十分な抗体価 を保持 し て い た 。 （ 図 8） 。

サ ル モ ネ ラ 検 査 は 、 鶏 卵 衛 生 管 理 体 制 整 備 事 業 （ 消 費 ・ 安 全 対 策 交

付金 事 業 ） に よ り 、 毎 年 実 施 し て い る 。 当 農 場 の 汚 染状 況は 、 平 成 22年

度 の 検 査 で 、 洗 卵 選 別施 設 内 の 床面 に お い て サ ル モ ネ ラ が 検 出 さ れ た

が 、 消毒等指導 を実施 し 、 以降 は検出 さ れ て いな い （ 図 9） 。

平 成 26、 27年 度 の 産卵率に つい て は 、 H26 . 5～ 9月 、 H27 . 5～ 9月 の 平

均 を 比 較 し た が 、 差 は 認 め ら れ な か っ た （ 図 10 ） 。 今 回 、 デ ー タ 不 足 に

よ り 、 認 証取得前後の動向は不明であ っ た 。

平 成 24～ 26年 度 の 純利益は 、 シ ス テ ム 導 入前の平成 24年 度 と 比較 す
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る と 、 平 成 25年 度 は 66％ 、 平 成 26年 度 は 78％ 増加 し た （ 図 11） 。

当 農 場 で は 、 認 証 取 得 に よ り 、 周 辺 住 民 の 鶏 飼 養 に 対 す る 認 識 が 高

ま り 、 ハ エ に よ る 苦 情 が増加 し た 。 以 前 よ り 、 殺 虫 剤 に よ る 対 策 を 実 施 し

て い た が 、 今 回 、 加 え て 、 堆 肥 舎 等 を ビ ニ ー ル シ ー ト で 目 貼 り し 、 ハ エ

の 出 入 り を 防 止 す る 対 策 を 実 施 し た （ 図 1 2 ） 。 そ の 結 果 、 現 在 、 苦 情 は

減少 し て い る 。

従 業 員意識調査 で は 、 仕 事 へ の意識変化 につ い て は 「 向 上 し た 」 が 4

0％ （ 2 / 5人 ） 、 「 変 わ ら な い 」 が 6 0％ （ 3 / 5人 ） 、 衛 生 管 理 の 向 上 に つ い

て は 、 向 上 し た と 「 思 う 」 が 60％ （ 3/5人 ） 、 「 思 わ な い 」 が 40％ （ 2/5人 ） 、

生 産 性 の向上 につ い て は 、 向 上 し た と 「 思 う 」 が 40％ （ 2/ 5人 ） 、 「 思 わ な

い 」 が 60％ （ 3 / 5人 ） 、 業 務 量 の 変 化 に つ い て は 「 多 く な っ た 」 が 20％ （ 1

/ 5人 ） 、 「 変 わ ら な い 」 が 8 0％ （ 4 / 5人 ） 、 シ ス テ ム の 理 解 度 に つ い て は

「 少 し し か 理 解 で き て い な い 」 が 8 0％ （ 4 / 5人 ） と 大 半 を 占 め 、 ま た 制 度

の継 続 につ い て は 、 続 け て い き た い が 75％ （ 3 /4人 ） と 大 半 を 占 め た （ 図

13） 。

消 費 者 意 識 調 査 で は 、 直 売 所 に て ア ン ケ ー ト に 答 え た 男 女 の 割 合 は

男性 15 .5％ （ 31/2 00人 ） 、 女 性 84 .5%（ 1 69/200人 ） 、 年 代 は 60代 39 .5％ 、

7 0代 2 7％ 、 5 0代 1 9 . 5％ と 女 性 、 高 齢 層 が 大 半 を 占 め 、 ま た 直 売 所 で の

購入 頻 度 に つ い て は 、 月 に 「 2回 程 度 」 が 41 . 5％ 、 「 不 定 期 」 が 35％ と 一

定 の 傾 向 は 認 め ら れ な か っ た (図 14 )。 消 費 者 が 卵 に 求 め る も の は 「 お い

し さ 」 、 「 鮮 度 の 良 さ 」 が と も に 高 く 、 当 農 場 で の 購 入 動 機 と 概 ね 一 致 し

て い た （ 図 15） 。 シ ス テ ム の 認 知 度 に つ い て は 、 「 内 容 ま で 知 っ て い る 」

と 答 え た 人 は 、 わ ず か 4 . 1％ し か お ら ず 、 ま た 当 農 場 が 認 証 取 得 農 場 で

あ る こ と も 、 「 知 ら な い 」 が 68 .4%と 大 半 を占 め る 結果で あ っ た （ 図 16） 。

【 考 察 】

当 所 に よ る 防 疫 衛 生 指 導 、 農 場 の シ ス テ ム 運 営 に よ り 認 証 取 得 後 の

疾 病 の 発 生 は な く 、 純 利 益 に つ い て も 、 ト リ サ シ ダ ニ 対 策 が で き て い る

こ と 、 生 産 効 率 の 上 昇 等 で 増 加 し た 。 ま た 苦 情 に 対 す る 対 応 、 対 策 実

施 意 識 の 向 上 も 認 め ら れ た 。 以 上 の こ と か ら 、 今 回 、 衛 生 管 理 、 生 産 性

と も に 向上 し た と 考 え ら れ た 。

従 業 員 意 識 調 査 よ り 、 シ ス テ ム の 理 解 度 は 低 く 、 約 半 数 が 仕 事 へ の

意識変 化 が な い 、 衛 生 管理 、 生 産 性向上 を 感 じ ら れ な か っ た と い う 結 果

で あ っ た 。 こ れ ら 改 善 の た め 教 育 、 指 導 等 が必 要 と 考 え 、 従 業 員 を 対象

に HACCP等 に つ い て の 研 修 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 、 そ の 後 の 農 場 か ら

の 聞 き 取 り か ら 、 シ ス テ ム に 対 す る 理 解 度 の 向上 が 認 め ら れ た と 思 わ れ

る 。

消 費 者 意 識 調 査 よ り 、 卵 に 求 め る も の と 当 農 場 で の 購 入 動 機 は 概 ね

一 致 し 、 消 費 者 ニ ー ズ に 応 え ら れ て い た が 、 シ ス テ ム の 認 知 度 は 低 く 、

PR等 を 実 施 し て い く 必 要が あ る と 考 え ら れ た 。

今 後 も 適 切 な 指導 の実施 に よ り 、 当 農 場 の 経営安定 の一助 と し 、 ま た



- 3 -

今回 得 ら れ た デー タ を も と に 、 他 農 場へ の シ ス テ ム 普 及 に 努 め て い き た

い 。


